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ボランティア 

令和３年度まえばし市社協

センター情報 

６･７月合併号

 「たすけて」を言いあえる「おたがいさま」を目指して 

 ～ 福祉教育ボランティア   小暮  愛子
コグレ      アイコ

さん 

ー盲導犬コニーとの出会いー 

ーこれからの活動に向けての想いー 

 25歳で光を失い、日常生活の不自由さや外出す

ることの緊張の日々を過ごす中、コニーとの出会

いは私に再び光を取り戻すものでした。 

 コニーのガイドで一人で外出もできるようにな

り、福祉教室等で多くの方たちとの新たな出会い

も増えました。コニーをきっかけに、ご近所や地

域の方とより親しくなり、私やコニーのこともよ

く知ってもらえたこともうれしかったです。 

 小暮さんは盲導犬コニーとの生活をとおして、障がいのことや

人とのかかわりを、コニーと一緒に分かりやすく伝える福祉教室

に取り組んでいます。 

 今回はボラセンの福祉教育にも協力いただいている小暮愛子さ

んとコニーとの生活やこれから伝えたい想いをうかがいました。 

 「愛ちゃんは明るいから大丈夫だよ。」目の光を失ったころ、全盲

の知人のこの一言に救われました。この言葉と家族やたくさんの人の

助けで、いままでの多くの困難を乗り越えられてきました。 

 お互いに「たすけて」が言いあえて、支えあえる「おたがいさま」 

の関係になれるって素晴らしいと思いますね。今度は私がだれかを支

えられる存在になりたいです。コニーと一緒にね。 

福祉講話の様子  → 

盲導犬 

コニー 

 主婦として家事をこなしたり、英会話サークル

で趣味の英語を勉強したりと、皆さんと同じよう

に「ふつう」に楽しんでますよ。（「ふつう」っ

てどういうことなのか考えますけど…笑。） 

 コニーのおかげで友人に誘ってもらえる機会が

増えたことで、楽しみも増えましたね。 

ー普段の過ごし方ー 

 明るく、朗らかな小暮さんとコニーとの絆がうかがえるインタビューでした。前向きな小暮さん

とコニーの今後の活動を応援していきたいと思います。貴重なお話をありがとうございました。 

ボランティアInterview                                                              

盲導犬  コニー ～ 
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      介護予防活動ポイント制度登録研修会を開催します！（予定） 

             令和3年 ９月10日（金曜日） 13時30分から 
開催場所：前橋市総合福祉会館 3階 第2作業室 

※今後の感染状況によっては開催中止となる可能性もありますので、お問い合わせ下さい。感染 

 防止のため、室内の密集を避け、換気を行います。また、研修当日はマスクの着用のほか、検 

 温等体調をお確かめのうえ、ご参加をお願いいたします。 

次回開催：令和3年 ８月10日（火曜日） 13時30分から 

     お問い合わせ先・連絡先 

【相談受付時間】 

 月曜日～土曜日 8：30～17：15（日曜・祝祭日・年末年始除く） 

  前橋市社会福祉協議会 ボランティアセンター 
    前橋市日吉町2-17-10 前橋市総合福祉会館3F 

    TEL/FAX：027-232-3848 Mail：m-vc@mae-shakyo.or.jp 

    前橋市社会福祉協議会HP： http://www.mae-shakyo.or.jp/ 

社協HP 

ボラセンFB 

介護予防HP 

 研修会の参加をご希望の方は事前にボランティアセンターまでお申込み、お問い合わせください。 

 台風・豪雨等による風水害へ備えましょう！ 
 これからの季節は天候が不安定で、突然の豪雨による浸水被害や台風による土

砂崩れなどの風雨災害の被害が毎年、各地で発生しています。日頃から天気予報

や防災情報などをこまめにチェックし、自分や家族、ご近所の方の「いのち」を

守る行動を考えておきましょう。 

前橋市総合防災マップが６月に改訂され、「洪水浸水想定区域」が追加されています。

ご自宅や職場が想定区域に入っているか確認し、浸水被害に備えたり、避難計画を立て 

たりしましょう。前橋市のホームページ（QRコード）から防災マップが確認できます。

ご家庭、地域での防災にご活用下さい。 前橋市HP 

他者の立場を考える ～福祉教育の取り組み～ 

 福祉教育とは、他者の立場に立って考え、どんな行動がとれるかを、福祉体験や講話を通して考え

るものです。ボランティアセンターでは、学校や自治会、企業などの福祉体験学習、ボランティア学

習の相談に応じます。「障がい当事者の話」を聞きたい、車いす体験や高齢者疑似体験を実施したい

などのご要望があれば、お気軽にお問い合わせください。 

 ボランティアセンターでは今後とも福祉教育を推進していきます。  ☎027-232-3848 

市内大学における福祉講話の様子 車いす体験の様子 小暮さん、コニーによる福祉教室 


